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研究成果の概要（和文）：　本研究では、職業的ダンサーの演技から取得した三次元モーションデータを用いた自動振
付システムを構築した。研究の目的は、例えばダンス学習者のための自学システム、ダンス教師およびダンス振付家の
ための創作支援システムなど、ダンスの教育と創作に有用なツールを開発することである。開発したシステムは、三つ
のジャンル、すなわちヒップホップ・ダンス、コンテンポラリー・ダンス（現代舞踊）、バレエについて、短い振付を
生成することができるものである。このシステムの有用性を評価する実験を、大学でダンスを学習している学生および
経験豊かなダンス教師を被験者として実施した。実験の結果、システムの有用性が確認された。

研究成果の概要（英文）： The research project has built automatic composition software for dance that use 
3D motion data captured from performances of professional dancers. The purpose of our project is to 
develop useful tools in dance education and creation such as a self-study system for dance learners and a 
creation-support system for dance instructors and choreographers. The software can generate short 
choreographies of three genres of dance: hip-hop dance, contemporary dance, and classical ballet. 
Experiments to evaluate the usability of the software were conducted with students who were studying 
dance in universities and experienced dance instructors. From the result of experiments, the software’s 
usability was verified.
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１．研究開始当初の背景 
(1) ダンスの振付には、伝統保存のための定
型的振付、教育のための様式的振付、舞台上
演のための創造的振付という 3水準が存在す
る。報告者は、クラシックバレエ（以下バレ
エ）のモーションデータベースを構築し、教
育のための様式的振付を実現する自動振付
システムを開発して、一定の成果をあげた。
また、現代舞踊の要素動作を蓄積単位とする
モーションデータベースの開発も進めてい
た。小規模なモーションデータベースによる
短いダンスシークエンスの生成に成功し、実
験により教育における有用性と創造的振付
への応用可能性を検討済みであった。さらに、
バレエと現代舞踊の要素動作を混合・融合さ
せて舞踊動作を創作する試みも行った。 
 以上のような研究成果に基づき、現代舞踊
を研究対象の中心に据えて、さらにバレエと
現代舞踊以外のダンスジャンルへも対象を
拡張した。同時に、教育のための様式的振付
を基底に据えつつも、舞台上演のための創造
的振付をもシステム開発のターゲットに含
めて 5 年間の研究計画を立てた。 
 
(2) 国内外の関連研究を展望すれば、舞踊動
作のモーションデータに基づく研究は、(a)
記録・保存、(b)学習・教育、(c)比較・分析の
いずれかを目的としている。国内では、(a)
と(b)を目的として、秋田大学、わらび座等で
民俗芸能を対象に研究が行われており、(c)を
目的として、東京大学、お茶の水女子大学、
名古屋市立大学、立命館大学等で、日本舞踊、
民族舞踊を対象に研究が行われていた。海外
では、米国で(a)、(b)、(c)を目的として、
Labanotation を用いてシミュレーションシ
ステムを開発する研究が行わていた。 
 しかし、本研究の目的は、(a)、(b)、(c)の
いずれにも応用可能でありながら、舞踊動作
の自動的な生成、すなわち自動振付を主題と
している点で独創的であった。あらかじめ体
系的に分節化した舞踊の要素動作を組み合
わせることで新しい舞踊動作を創作するシ
ステムは、国内外に類を見ない。本研究は、
コンピュータによるダンス振付の自動化を
実現しようとする点で、関連研究の中で独占
的な位置を占めていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ダンスの学習・教育と創
作活動の実用に耐える“自動振付システム”
を開発することであった。具体的には、(1)
ダンスに内在する構造を操作可能な形式、具
体的には舞踊語彙のカタログと自動振付の
アルゴリズムで記述し、(2)舞踊動作を自動的
に生成して 3DCG でシミュレーションする
ソフトウェア、すなわち自動振付システムを
開発し、(3)これをダンス創作の教育実践で活
用すると同時に、(4)最終的には独創性と芸術
性を評価されうる舞台上演可能な作品制作
の支援を目指した。 

３．研究の方法 
 本研究は、5 年間の研究期間で「データ収
録→システム開発→評価実験」のサイクルを
数回反復させながら進めた。このサイクルは、
次の(A)～(H)の 8フェーズから構成されてい
た。(A)ダンスの構造分析と要素動作の抽出
→(B)プロダンサーの実演によるモーション
データの収録→(C)モーションデータの加
工・編集→(D)モーションデータベースの構
築→(E)自動振付アルゴリズムの考案→(F)
舞踊動作のシミュレーションシステムのイ
ンタフェース構築→(G)シミュレーションシ
ステムの評価実験→(H)研究成果の発表。（G）
評価実験の結果は、(A)～(F)のフェーズへフ
ィードバックされた。 
 研究代表者は（海野）、研究全体の統括、
モーションデータベースとシステムの全体
的デザインおよび仕様の決定を担当し、おも
に上記(A)、(B)、(G)の立案・実施を行った。
研究分担者（曽我）は、モーションデータベ
ースの構築とシステムの開発を担当し、おも
に上記(C)～(F)の立案・実施を行った。連携
研究者（平山）は、舞踊研究者かつ職業的振
付家・ダンサーとして、(B)、(E)、(G)に協
力した。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究は、ダンスのジャンルとしてクラ
シックバレエ（以下、バレエ）、コンテンポ
ラリーダンス、ヒップホップダンスの 3 つを
研究対象としたが、中心的に取り組んだのは
現代舞踊＝コンテンポラリーダンスである。
5 年間の研究で、舞踊動作のモーションデー
タの収集とモーションデータベースの構築、
舞踊動作をシミュレーションするアルゴリ
ズムの考案、舞踊動作をシミュレーションし
て自動的に振付を生成するソフトウェアの
開発のそれぞれについて、成果を上げること
ができた。 
 
(2) データに関しては、モーションキャプチ
ャシステムを用いた収録を 3 回実施した。第
1 回は 1 名の女性バレエダンサーの実演を光
学式システムで収録、第 2 回は 1 名の男性ヒ
ップホップダンサーの実演を磁気式システ
ムで収録、そして第 3 回は男女 2 名のバレエ
ダンサーの実演を光学式システムで収録し
た。コンテンポラリーダンスの舞踊動作に関
しては、すでに連携研究者（平山）の指導メ
ソッドに基づいて収録したデータを活用し
た。 
 収録済みのデータは編集、加工、分節化し、
ダンスを構成する短い基本動作を蓄積単位
とする三次元モーションデータベースを構
築した。このモーションデータベースを用い
て、舞踊動作をシミュレーションするソフト
ウェアを開発した。 
 
(3) アルゴリズムに関しては、「分析合成型振
付」と名付けた舞踊振付手法にもとづき、モ



ーションデータを用いて舞踊動作を生成す
る手法を体系的に整理した。その結果、2 個
の要素動作の合成を全身動作どうしの合成、
全身動作と身体部位動作の合成、同じ身体部
位の身体部位動作どうしの合成、異なる身体
部位の身体部位動作の合成の 4 つに分類し、
動作合成のパターンを、モーションデータの
角度情報の処理に基づいて、連結、置換、混
合の 3 つに分類した。 
 その上で、コンテンポラリーダンスに関し
ては、短い舞踊動作を自動生成するアルゴリ
ズムを複数考案した。さらに、ヒップホップ
ダンスの自動振付のためのアルゴリズムを
考案した。 
 
(4) ソフトウェアに関しては、“Body-part 
Motion Synthesis System”（以下 BMSS）お
よび“Whole-body Motion Synthetic Dance 
Composer”（以下 WMDC）と名付けた舞踊
動作シミュレーションソフトウェアを開発
し、改良を重ねた。BMSS ver.2 はコンテン
ポラリーダンスを対象としたシステムで、40
個の要素動作を収録し、タブレットパソコン
へインストールした。BMSS ver.3 もコンテ
ンポラリーダンスを対象としたシステムで、
118 個の要素動作を収録し、自動振付アルゴ
リズムを組み入れてタブレットパソコンへ
インストールした。WMDC ver.1 はヒップホ
ップダンスを対象としたシステムで、44 個の
要素動作を収録し、自動振付アルゴリズムを
組み入れてノートパソコンへインストール
した。 
 
(5) ソフトウェアの実用性を評価するために、
日本、米国、英国において、5 年間で計 12
回の実験を行った。BMSS ver.2 と BMSS 
ver.3 については、筑波大学、カリフォルニ
ア大学、ミドルセックス大学で舞踊を専門と
する大学院生・学部生を集めて試用実験を行
った。また、舞踊評論家による評価実験も行
った。WMDC ver.1 については、ヒップホッ
プダンス教師を被験者として実験を行った。 
 評価実験の結果、学習・教育用および創作
支援用のシステムとしての有用性が実証さ
れると同時に、改善のための課題が明らかに
なった。 
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